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Ｗ

Ｒ
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2
0
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4
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転
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レ
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Ｐ

Ｒ
Ａ
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通
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状
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し
て

ス
ト

レ
ス

フ
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タ
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設
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え

方
に
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い

て
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に

説
明

す
る
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た
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的

過
誤

確
率

の
小

さ
な

も
の

に
つ

い
て

は
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
の

際
に

妥
当

性
を

確
認

す
る

こ
と

。

後
日

回
答

資
料

に
反

映
済

み
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料
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１

－
３
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過
誤

に
係

わ
る
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ス

レ
ベ

ル
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び
ス

ト
レ

ス
フ

ァ
ク

タ
の

考
え

方
に

つ
い

て
」
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現

状
の

ス
ト

レ
ス

フ
ァ

ク
タ

の
設

定
の

考
え

方
に

つ
い

て
は

，
上

記
資

料
に

記
載

し
て

い
る

が
，

地
震

，
津

波
Ｐ

Ｒ
Ａ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
お

け
る

コ
メ

ン
ト

を
踏

ま
え

，
ス

ト
レ

ス
フ

ァ
ク

タ
を

変
更

し
た

評
価

を
実
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中
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料
２

－
２

－
１

　
別
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1
2
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東
海

第
二

発
電

所
　

Ｐ
Ｒ

Ａ
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
実

施
結

果
及

び
今

後
の

対
応

方
針

に
つ

い
て

」
・

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

で
は

国
内

レ
ビ

ュ
ー

ア
か

ら
A
p
p
e
n
d
i
x
-
A
の

適
用

等
に

つ
い

て
の

推
奨

事
項

は
あ

っ
た

が
，

学
会

標
準

に
適

合
し

た
評

価
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た
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と
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料
２
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２

　
補

足
説

明
資

料
2
「

東
海

第
二

発
電

所
の

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
と

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

の
知

見
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・
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
１

～
３

号
機

の
事

故
の

知
見

と
東

海
第

二
発

電
所

の
イ

ベ
ン

ト
ツ

リ
ー

の
関

係
を

記
載
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力
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転

時
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ
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通
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因
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象
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る
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事
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シ

ー
ケ
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ス
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の

影
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含

め
て
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全

体
の

考
察

を
説

明
す

る
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と
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資
料

に
反

映
済

み

・
資

料
２

－
１

－
３

　
本

文
3
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1
.
1
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2
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「

評
価

対
象

外
と

し
た

起
因

事
象

」
，

別
紙

3
.
1
.
1
.
2
-
2
，

別
紙

3
.
1
.
1
.
2
-
3

・
起

因
事

象
の

除
外

の
考

え
方

，
及

び
そ

れ
に

よ
る

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
へ

の
影

響
を

記
載

。

：
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目
と

併
せ

て
ご

説
明

す
る

項
目

：
他
の
資

料
に

て
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す
る

項
目
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当
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対
象
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と
認

識
し

て
い

る
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目

1
3
9
-
4

2
0
1
4
/
0
9
/
1
8

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

利
用

し
た

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
体

制
な

ど
、

人
の

作
業

の
信

頼
性

に
基

づ
き
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的

過
誤

を
除
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る
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え
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を

利
用

し
た
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よ
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Ｐ

Ｒ
Ａ
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冷
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つ
い

て
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に
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映

済
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２
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－
３

　
本

文
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1
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起
因

事
象

」
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別
紙

3
.
1
.
1
.
2
-
1

・
起

因
事

象
の

グ
ル
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プ

化
の

検
討

結
果

よ
り

，
起

因
事

象
「

タ
ー

ビ
ン
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ポ
ー
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系
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に

て
左

記
の

シ
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リ
オ

を
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デ
ル

化
。
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3
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-
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4
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0
9
/
1
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部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

仮
定

に
よ

っ
て

評
価

結
果

が
影

響
を

受
け

て
い

な
い

も
の

が
な

い
か

確
認

す
る

こ
と

。
対

応
不

要
他

事
業

者
へ

の
指

摘
事

項
の

た
め
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N
o
.
1
3
9
-
7
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ま

え
た
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摘

事
項
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3
9
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7
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1
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0
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1
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力
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レ
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ル
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Ｐ

Ｒ
Ａ
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社

Ｒ
Ｈ

Ｒ
系
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器

故
障
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Ｆ

Ｖ
重
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が
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）
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Ｂ
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き
く

違
う

理
由
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統
図

と
と

も
に

示
す

こ
と

。
対

応
不

要
他

事
業

者
へ

の
指

摘
事

項
の

た
め

。
（

東
海

第
二

の
評

価
で

は
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
熱

交
換

器
の

Ｆ
Ｖ

重
要

度
の

値
が

Ａ
系

と
Ｂ

系
で

同
等

）
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審
査
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付

評
価

種
別

対
象
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類

指
摘

事
項

対
応

状
況

対
応

す
る

補
足

説
明

資
料

の
番

号
，

備
考

等

：
他

の
項

目
と

併
せ

て
ご

説
明

す
る

項
目

：
他
の
資

料
に

て
ご
説

明
す
る

項
目

：
当

社
は

対
象

外
と
認

識
し

て
い

る
項

目

1
3
9
-
8

2
0
1
4
/
0
9
/
1
8

内
部

事
象

停
止

時
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

タ
イ

ラ
イ

ン
接

続
状

態
で

緩
和

系
と

し
て

期
待

す
る

系
統

に
つ

い
て

、
系

統
間

の
独

立
性

を
説

明
す

る
こ

と
。

ま
た

、
許

認
可

上
の

扱
い

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

。
さ

ら
に

、
緩

和
系

と
し

て
期

待
し

な
い

状
態

を
感

度
解

析
の

ベ
ー

ス
ケ

ー
ス

と
す

る
こ

と
。

対
応

不
要

他
事

業
者

へ
の

指
摘

事
項

の
た

め
。

（
東

海
第

二
の

評
価

で
は

，
タ

イ
ラ

イ
ン

に
期

待
し

て
い

な
い

）

1
3
9
-
9

2
0
1
4
/
0
9
/
1
8

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ

共
通

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

の
８

時
間

継
続

運
転

に
関

し
て

、
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
か

ら
飽

和
状

態
の

水
を

ポ
ン

プ
に

て
引

き
込

む
場

合
、

キ
ャ

ビ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
発

生
し

な
い

と
す

る
考

え
方

に
つ

い
て

、
設

備
状

況
等

を
考

慮
し

定
量

的
に

説
明

す
る

こ
と

。

資
料

に
反

映
済

み

・
資

料
２

－
１

－
３

　
別

紙
3
.
1
.
1
.
4
-
2
「

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

運
転

継
続

時
間

8
時

間
の

妥
当

性
に

つ
い

て
」

・
Ｎ

Ｐ
Ｓ

Ｈ
の

確
保

の
点

か
ら

キ
ャ

ビ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
発

生
し

な
い

こ
と

に
つ

い
て

記
載

。

1
3
9
-
1
0

2
0
1
4
/
0
9
/
1
8

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

共
通

格
納

容
器

破
損

モ
ー

ド
の

分
岐

確
率

の
算

出
の

考
え

方
に

つ
い

て
説

明
す

る
こ

と
。

資
料

に
反

映
済

み
・

資
料

２
－

１
－

５
　

別
紙

4
.
1
.
1
.
6
-
1
「

物
理

化
学

現
象

に
係

る
分

岐
確

率
の

設
定

方
法

」
・

非
開

示
の

範
囲

を
精

査
。

1
4
2
-
1
7

2
0
1
4
/
0
9
/
3
0

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

共
通

Ｍ
Ａ

Ａ
Ｐ

に
よ

る
事

象
進

展
解

析
に

つ
い

て
、

少
な

く
と

も
定

性
的

な
議

論
が

で
き

る
よ

う
、

非
開

示
部

分
を

再
検

討
す

る
こ

と
。

資
料

に
反

映
済

み

N
o
.
1
3
9
-
1
0
と

合
わ

せ
て

回
答

・
資

料
２

－
１

－
５

　
別

紙
4
.
1
.
1
.
6
-
1
「

物
理

化
学

現
象

に
係

る
分

岐
確

率
の

設
定

方
法

」
・

非
開

示
の

範
囲

を
精

査
。

1
3
9
-
1
1

2
0
1
4
/
0
9
/
1
8

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

共
通

非
開

示
部

分
に

つ
い

て
、

精
査

す
る

こ
と

。
資

料
に

反
映

済
み

・
資

料
２

－
１

－
１

，
資

料
２

－
１

－
２

，
資

料
２

－
１

－
３

，
２

－
１

－
４

，
資

料
２

－
１

－
５

　
全

般
・

非
開

示
の

範
囲

を
精

査
。

1
3
9
-
1
2

2
0
1
4
/
0
9
/
1
8

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

ベ
ー

ス
ケ

ー
ス

（
１

ノ
ー

ド
）

と
感

度
解

析
ケ

ー
ス

（
３

ノ
ー

ド
）

に
て

比
較

し
て

い
る

格
納

容
器

温
度

の
考

え
方

を
整

理
し

説
明

す
る

こ
と

。
資

料
に

反
映

済
み

・
資

料
２

－
１

－
５

　
別

紙
4
.
1
.
1
.
5
-
2
「

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

の
知

見
を

踏
ま

え
た

格
納

容
器

破
損

の
判

定
条

件
に

つ
い

て
」

・
格

納
容

器
破

損
の

判
定

条
件

に
つ

い
て

格
納

容
器

温
度

の
考

え
方

を
整

理
し

て
記

載
整

理
し

て
記

載
。

1
4
2
-
1
8

2
0
1
4
/
0
9
/
3
0

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

Ｍ
Ａ

Ａ
Ｐ

解
析

に
お

け
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

の
ノ

ー
ド

分
割

に
つ

い
て

、
ノ

ー
ド

間
の

熱
輸

送
を

ど
の

よ
う

に
考

慮
し

て
い

る
か

説
明

す
る

こ
と

。
対

応
不

要
他

事
業

者
へ

の
指

摘
事

項
の

た
め

。
（

Ｍ
Ａ

Ａ
Ｐ

を
用

い
た

ベ
ー

ス
ケ

ー
ス

評
価

に
て

3
ノ

ー
ド

に
分

割
し

た
評

価
を

行
っ

た
プ

ラ
ン

ト
特

有
の

指
摘

）

2
4
4
-
1

2
0
1
5
/
0
6
/
3
0

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

計
算

過
程

を
詳

細
に

資
料

に
記

載
す

る
こ

と
。

（
ベ

イ
ズ

統
計

の
件

）
資

料
に

反
映

済
み

・
資

料
２

－
１

－
３

　
別

紙
3
.
1
.
1
.
8
-
4
「

ベ
イ

ズ
統

計
に

よ
る

個
別

プ
ラ

ン
ト

パ
ラ

メ
ー

タ
の

算
出

に
つ

い
て

」
・

東
海

第
二

の
実

績
デ

ー
タ

及
び

事
前

分
布

等
を

含
め

た
計

算
過

程
を

記
載

。

2
4
4
-
2

2
0
1
5
/
0
6
/
3
0

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

人
的

過
誤

の
除

外
規

定
に

つ
い

て
、

運
用

も
含

め
て

明
確

に
整

理
し

て
説

明
す

る
こ

と
。

対
応

不
要

他
事

業
者

へ
の

指
摘

事
項

の
た

め
。

（
N
o
.
1
3
9
-
4
へ

の
追

加
の

指
摘

）

2
4
4
-
3

2
0
1
5
/
0
6
/
3
0

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

Ｉ
Ｖ

Ｒ
評

価
コ

ー
ド

の
モ

デ
ル

の
詳

細
を

説
明

す
る

こ
と

。
資

料
に

反
映

済
み

・
資

料
２

－
１

－
５

　
別

紙
4
.
1
.
1
.
6
-
1
「

物
理

化
学

現
象

に
係

る
分

岐
確

率
の

設
定

方
法

」
・

Ｉ
Ｖ

Ｒ
評

価
コ

ー
ド

の
モ

デ
ル

に
つ

い
て

記
載

。

2
4
4
-
4

2
0
1
5
/
0
6
/
3
0

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

個
社

Ｉ
Ｖ

Ｒ
の

分
岐

確
率

の
位

置
付

け
に

つ
い

て
、

示
し

方
を

再
考

し
て

説
明

す
る

こ
と

。
資

料
に

反
映

済
み

・
資

料
２

－
１

－
５

　
本

文
4
.
1
.
1
.
6
（

2
）

a
.
「

格
納

容
器

イ
ベ

ン
ト

ツ
リ

ー
ヘ

デ
ィ

ン
グ

の
分

岐
確

率
」

・
Ｉ

Ｖ
Ｒ

の
分

岐
確

率
の

位
置

付
け

に
つ

い
て

記
載

。

目
次

－
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補足説明資料 1－1 

ＰＲＡの評価条件見直し結果 

 

1. はじめに 

東海第二発電所の設置変更許可申請に伴うＰＲＡについて，先行

ＢＷＲ電力の審査状況を踏まえ，評価条件の見直しを実施し，評価

結果への影響を確認した。 

 

2. 見直し内容 

2.1 起因事象の分類に関する見直し 

内部事象出力運転時レベル１ＰＲＡにおける，4 件の原子炉停止

操作中のスクラム事象に対する起因事象の分類について見直しを行

った。これらのうち 1 件は，平成 19 年の原子力安全・保安院によ

る発電設備の総点検 ※ において，原子炉自動停止の未報告事案とし

て確認されていたが，ＰＲＡにおける起因事象の数及び分類には反

映されないままとなっていたものである。 

原子炉停止操作中のスクラム事象の分類見直し結果を表 1 に示す。

また，見直し前後の起因事象発生件数及び発生頻度を表 2 に示す。 

※「発電設備の総点検に関する評価と今後の対応について」（原子

力安全・保安院，平成 19 年 4 月 20 日） 

 

3. 見直し結果 

内部事象出力運転時レベル１ＰＲＡの起因事象の分類に関する見

直しに伴い，起因事象発生頻度を見直した結果，炉心損傷頻度は

3.7E-5／炉年となり，見直し前の 3.6E-5／炉年に比べて約 1.04 倍

増加した（表 3，図 1）。また，内部事象出力運転時レベル１ＰＲ

3
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Ａの評価結果を内部事象出力運転時レベル１．５ＰＲＡにも反映し

た 結 果 ，格 納 容 器 破 損 頻 度 は 3.7E-5／ 炉 年 と な り ， 見 直 し 前 の

3.6E-5／炉年に比べて約 1.04 倍増加した（表 4，図 2）。 

なお，起因事象の分類に関する見直しにより，それに関連する事

故シーケンスグループの炉心損傷頻度及び寄与割合，並びに一部の

格納容器破損モードの格納容器破損頻度及び寄与割合が若干変動す

るが，その変動は僅かであることを確認した。 

4
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表
1
 

原
子

炉
停

止
操

作
中

の
ス

ク
ラ

ム
事

象
の

分
類

見
直

し
結

果
 

プ
ラ

ン
ト

名
 

発
生

日
時

 
ス

ク
ラ

ム
の

理
由

 
見

直
し

前
の

分
類

 
見

直
し

後
の

分
類

 

東
京

電
力

 

福
島

第
一

原
子

力
 

発
電

所
2
号

機
 

1
9
8
4
年

1
0
月

2
1
日

 
中

間
領

域
モ

ニ
タ

高
高

に
よ

る
 

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
 

起
因

事
象

と
し

て
 

カ
ウ

ン
ト

さ
れ

ず
 

原
子

炉
緊

急
停

止
系

誤
動

作
等

 

東
京

電
力

 

福
島

第
二

原
子

力
 

発
電

所
1
号

機
 

1
9
8
5
年

1
1
月

2
1
日

 
中

間
領

域
モ

ニ
タ

高
高

に
よ

る
 

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
 

－
※
 

原
子

炉
緊

急
停

止
系

誤
動

作
等

 

東
京

電
力

 

柏
崎

刈
羽

原
子

力
 

発
電

所
1
号

機
 

1
9
9
2
年

2
月

2
8
日

 

タ
ー

ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
急

閉
後

の

給
水

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ
に

よ
る

 

原
子

炉
水

位
低

ス
ク

ラ
ム

 

－
※
 

非
隔

離
事

象
 

東
北

電
力

 

女
川

原
子

力
 

発
電

所
1
号

機
 

1
9
9
8
年

6
月

1
1
日

 
中

間
領

域
モ

ニ
タ

高
高

に
よ

る
 

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
 

－
※
 

原
子

炉
緊

急
停

止
系

誤
動

作
等

 

※
：

東
海

第
二

発
電

所
の

Ｐ
Ｒ

Ａ
で

は
，

通
常

停
止

（
定

期
検

査
の

た
め

の
計

画
停

止
及

び
緩

和
設

備
に

影
響

し
な

い
軽

微
な

事

象
発

生
に

よ
る

計
画

外
の

停
止

）
を

評
価

対
象

と
し

て
い

な
い

。
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表
2
 

見
直

し
前

後
の

起
因

事
象

発
生

件
数

及
び

発
生

頻
度

 

起
因

事
象

 
発

生
頻

度
[
／

炉
年

]
 

評
価

方
法

 
見

直
し

前
 

見
直

し
後

 

過
渡

事
象

 
 

非
隔

離
事

象
 
 

1
.
6
E
-
0
1
 

1
.
7
E
-
0
1
 

・
国

内
Ｂ

Ｗ
Ｒ

実
績

デ
ー

タ
 

（
平

成
2
1
年

3
月

末
時

点
）

 

・
発

生
件

数
に

対
し

て
，

総
運

転
炉

年
※

1
よ

り
算

出
 

隔
離

事
象

 
 

2
.
7
E
-
0
2
 

2
.
7
E
-
0
2
 

全
給

水
喪

失
 
 

1
.
0
E
-
0
2
 

1
.
0
E
-
0
2
 

水
位

低
下

事
象

 
 

2
.
7
E
-
0
2
 

2
.
7
E
-
0
2
 

原
子

炉
緊

急
停

止
系

誤
動

作
等

 
 

4
.
9
E
-
0
2
 

5
.
5
E
-
0
2
 

逃
が

し
安

全
弁

誤
開

放
 
 

1
.
0
E
-
0
3
 

1
.
0
E
-
0
3
 

・
発

生
経

験
は

な
い

た
め

，
発

生
件

数
0
.
5

件
と

し
て

，
総

運
転

炉
年

※
1
よ

り
算

出
 
 

外
部

電
源

喪
失

 
外

部
電

源
喪

失
 

4
.
2
E
-
0
3
 

4
.
2
E
-
0
3
 

・
国

内
Ｂ

Ｗ
Ｒ

実
績

デ
ー

タ
（

平
成

2
1
年

3
月

末
時

点
）

 
・

発
生

件
数

に
対

し
て

，
暦

年
※

2
よ

り
算

出
 
 

手
動

停
止

／
 
 

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
 
 

(
手

動
停

止
)
 

計
画

外
停

止
 

4
.
3
E
-
0
2
 

4
.
3
E
-
0
2
 

・
国

内
Ｂ

Ｗ
Ｒ

実
績

デ
ー

タ
 

（
平

成
2
1
年

3
月

末
時

点
）

 
・

発
生

件
数

に
対

し
て

，
総

運
転

炉
年

※
1
よ

り
算

出
 
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
故

障
（

区
分

Ⅰ
）

 
 

7
.
2
E
-
0
4
 

7
.
2
E
-
0
4
 

・
発

生
経

験
は

な
い

た
め

，
発

生
件

数
0
.
5

件
と

し
て

，
総

運
転

炉
年

※
1
よ

り
算

出
(
発

生
頻

度
は

系
統

あ
る

い
は

母
線

当
た

り
)
 
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
故

障
（

区
分

Ⅱ
）

 
 

7
.
2
E
-
0
4
 

7
.
2
E
-
0
4
 

交
流

電
源

故
障

（
区

分
Ⅰ

)
 

1
.
5
E
-
0
4
 

1
.
5
E
-
0
4
 

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
 
 

(
自

動
停

止
)
 

交
流

電
源

故
障

（
区

分
Ⅱ

)
 

1
.
5
E
-
0
4
 

1
.
5
E
-
0
4
 

タ
ー

ビ
ン

・
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

 
 

7
.
2
E
-
0
4
 

7
.
2
E
-
0
4
 

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
 
 

(
直

流
電

源
故

障
)
 

直
流

電
源

故
障

（
区

分
Ⅰ

）
 

2
.
8
E
-
0
4
 

2
.
8
E
-
0
4
 

直
流

電
源

故
障

（
区

分
Ⅱ

）
 

2
.
8
E
-
0
4
 

2
.
8
E
-
0
4
 

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

 
 

大
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
 
 

2
.
0
E
-
0
5
 

2
.
0
E
-
0
5
 

・
発

生
経

験
は

な
い

た
め

，
Ｎ

Ｕ
Ｒ

Ｅ
Ｇ

／
Ｃ

Ｒ
－

５
７

５
０

※
3
及

び
Ｎ

Ｕ
Ｒ

Ｅ
Ｇ

－
１

８
２

９
※

4
の

デ
ー

タ
に

基
づ

き
算

出
 
 

中
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
 
 

2
.
0
E
-
0
4
 

2
.
0
E
-
0
4
 

小
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
 
 

3
.
0
E
-
0
4
 

3
.
0
E
-
0
4
 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

 
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
 
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
 
 

4
.
1
E
-
1
0
 

4
.
1
E
-
1
0
 

・
シ

ス
テ

ム
信

頼
性

解
析

に
よ

り
，

隔
離

弁
等

の
故

障
に

よ
り

低
圧

設
計

箇
所

が
破

損
す

る
頻

度
と

し
て

算
出

 
 

※
1
 

国
内

Ｂ
Ｗ

Ｒ
全

3
2
基

の
総

運
転

炉
年

：
約

4
8
8
.
1
炉

年
 

 
※

2
 

国
内

Ｂ
Ｗ

Ｒ
全

3
2
基

の
営

業
運

転
開

始
か

ら
の

総
年

数
（

暦
年

）
：

約
7
0
6
.
1
炉

年
 

※
3
 

配
管

の
貫

通
ク

ラ
ッ

ク
の

発
生

経
験

か
ら

破
断

に
至

る
確

率
を

評
価

し
た

文
献

 
 

※
4
 

設
計

基
準

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

見
直

し
の

た
め

，
Ｎ

Ｒ
Ｃ

が
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
発

生
頻

度
を

評
価

し
た

文
献
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表
3
 

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
別

炉
心

損
傷

頻
度

（
内

部
事

象
出

力
運

転
時

レ
ベ

ル
１

Ｐ
Ｒ

Ａ
）

 

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
 

見
直

し
前

 
見

直
し

後
 

炉
心

損
傷

頻
度

 

（
／

炉
年

）
 

寄
与

割
合

 
炉

心
損

傷
頻

度
 

（
／

炉
年

）
 

寄
与

割
合

 

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
 

Ｔ
Ｑ

Ｕ
Ｖ

 
3
.
0
E
-
0
9
 

＜
0
.
1
％

 
3
.
0
E
-
0
9
 

＜
0
.
1
％

 

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
 

Ｔ
Ｑ

Ｕ
Ｘ

 
1
.
1
E
-
0
8
 

＜
0
.
1
％

 
1
.
2
E
-
0
8
 

＜
0
.
1
％

 

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
 

長
期

Ｔ
Ｂ

 
7
.
6
E
-
0
8
 

0
.
2
％

 
7
.
6
E
-
0
8
 

0
.
2
％

 

Ｔ
Ｂ

Ｕ
 

2
.
0
E
-
0
8
 

＜
0
.
1
％

 
2
.
0
E
-
0
8
 

＜
0
.
1
％

 

Ｔ
Ｂ

Ｐ
 

5
.
1
E
-
1
0
 

＜
0
.
1
％

 
5
.
1
E
-
1
0
 

＜
0
.
1
％

 

Ｔ
Ｂ

Ｄ
 

5
.
7
E
-
1
2
 

＜
0
.
1
％

 
5
.
7
E
-
1
2
 

＜
0
.
1
％

 

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失
 

Ｔ
Ｗ

 
3
.
1
E
-
0
5
 

8
6
.
8
％

 
3
.
3
E
-
0
5
 

8
7
.
2
％

 

Ｔ
Ｂ

Ｗ
 

4
.
6
E
-
0
6
 

1
2
.
9
％

 
4
.
6
E
-
0
6
 

1
2
.
4
％

 

原
子

炉
停

止
機

能
喪

失
 

Ｔ
Ｃ

 
2
.
4
E
-
0
8
 

＜
0
.
1
％

 
2
.
5
E
-
0
8
 

＜
0
.
1
％

 

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
 

Ａ
Ｅ

 
1
.
3
E
-
1
2
 

＜
0
.
1
％

 
1
.
3
E
-
1
2
 

＜
0
.
1
％

 

Ｓ
１

Ｅ
 

1
.
8
E
-
1
1
 

＜
0
.
1
％

 
1
.
8
E
-
1
1
 

＜
0
.
1
％

 

Ｓ
２

Ｅ
 

1
.
2
E
-
1
3
 

＜
0
.
1
％

 
1
.
2
E
-
1
3
 

＜
0
.
1
％

 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

 

（
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
 

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

）
 

Ｉ
Ｓ

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

 
4
.
1
E
-
1
0
 

＜
0
.
1
％

 
4
.
1
E
-
1
0
 

＜
0
.
1
％

 

合
計

 
3
.
6
E
-
0
5
 

1
0
0
％

 
3
.
7
E
-
0
5
 

1
0
0
％
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表
4
 

格
納

容
器

破
損

モ
ー

ド
別

の
格

納
容

器
破

損
頻

度
（

内
部

事
象

出
力

運
転

時
レ

ベ
ル

１
．

５
Ｐ

Ｒ
Ａ

）
 

格
納

容
器

破
損

モ
ー

ド
 

見
直

し
前

 
見

直
し

後
 

格
納

容
器

破
損

頻
度

 

（
／

炉
年

）
 

寄
与

割
合

 
格

納
容

器
破

損
頻

度
 

（
／

炉
年

）
 

寄
与

割
合

 

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

 
4
.
1
E
-
1
0
 

<
0
.
1
%
 

4
.
1
E
-
1
0
 

<
0
.
1
%
 

格
納

容
器

隔
離

失
敗

 
5
.
5
E
-
1
0
 

<
0
.
1
%
 

5
.
5
E
-
1
0
 

<
0
.
1
%
 

過
圧

破
損

（
未

臨
界

確
保

失
敗

）
 

2
.
4
E
-
0
8
 

<
0
.
1
%
 

2
.
5
E
-
0
8
 

<
0
.
1
%
 

過
圧

破
損

（
崩

壊
熱

除
去

失
敗

）
 

3
.
6
E
-
0
5
 

9
9
.
6
%
 

3
.
7
E
-
0
5
 

9
9
.
7
%
 

過
圧

破
損

（
長

期
冷

却
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補足説明資料 2-1 

 

東海第二発電所のイベントツリーと福島第一原子力発電所事故の知見 

 

1. はじめに 

福島第一原子力発電所（以下「１Ｆ」という。）１～３号機の事故の知見に

ついて，「福島第一原子力発電所１～３号機の炉心・格納容器の推定の状態と

未解明問題に関する検討 第４回進捗報告※１
1」より収集を行い，東海第二発

電所のＰＲＡにおけるイベントツリーとの関係について考察を行った。なお，

考察に当たっては，１Ｆ１～３に生じた緩和設備の喪失状況のみに着目した。 

１Ｆ１～３の緩和設備の喪失状況（図 1）と，東海第二発電所の内部事象

出力運転時レベル１ＰＲＡ及び津波レベル１ＰＲＡのイベントツリーで対応

する事故シーケンスを 2.に示す。１Ｆ１～３に生じた緩和設備の喪失の状況

を東海第二発電所に当てはめた場合であっても，内部事象出力運転時レベル

１ＰＲＡ，及び津波レベル１ＰＲＡの事故シーケンスに整理できることを確

認した。 

 

2. １Ｆの状況と東海第二発電所の内部事象出力運転時レベル１ＰＲＡ及び津

波レベル１ＰＲＡのイベントツリーで対応する事故シーケンス 

１Ｆ１，２では，津波が原子炉建屋内へ浸水して全交流動力電源及び直流

電源が喪失し，緩和設備の機能（制御機能を含む）が喪失したため，「全交流

動力電源喪失（ＴＢＤ）」に至ったと考えられる。 

また，１Ｆ３では津波により全交流動力電源が喪失したものの，直流電源

が喪失しなかったことより，原子炉隔離時冷却系及び高圧注水系は一定時間

動作可能であったため，「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」に至ったと考え

                         
※1：東京電力株式会社「福島第一原子力発電所１～３号機の炉心・格納容器の状態の推定と未解明問

題に関する検討 第４回進捗報告」 

(http://www.tepco.co.jp/cc/press/betu15_j/images/151217j0101.pdf),p5,p58～59 
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られる。 

東海第二発電所の内部事象出力運転時レベル１ＰＲＡのイベントツリー

（図 2）では，全交流動力電源喪失に加えて直流電源の喪失が発生する事故

シーケンスとして「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」を考慮しており，１Ｆ１，

２の事故時に発生した事故シーケンスが評価の中で考慮されている。また，

全交流動力電源喪失後にＲＣＩＣのみで原子炉注水している事故シーケンス

として「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」を考慮しており，１Ｆ３の事故時

に発生した事故シーケンスが評価の中で考慮されている。 

東海第二発電所の津波レベル１ＰＲＡのイベントツリーでは，津波が原子

炉建屋 1 階床面高さに到達した時点で「原子炉建屋内浸水による複数の緩和

機能喪失」が発生するとしており，１Ｆ１，２の事故時に発生した事故シー

ケンスが評価の中で考慮されている。また，高圧炉心冷却に失敗した場合は

「高圧・低圧注水機能喪失」としているが，１Ｆ３にて地震により外部電源

が喪失したこと，原子炉隔離時冷却系及び高圧注水系は一定時間動作可能で

あったことについては，感度解析にて実施した外部電源なしの評価における

「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」にて考慮されている。
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図 1 福島第一原子力発電所１～３号機のイベントツリー分析結果 

上記枠内：東京電力株式会社「福島第一原子力発電所１～３号機の炉心・格納容器の状態の推定と未解明問題に関

する検討 第４回進捗報告」 図 1 福島第一原子力発電所１～３号機のイベントツリー分析結果」P5 

 

 

図 2 東海第二発電所の内部事象出力運転時レベル１ＰＲＡにおけるイベントツリー 
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